
 

わくわく、ドキドキ、新しい年度のスタートです!! 
令和５(2023)年度のスタートです。入学・進級おめでとうござい

ます。教職員一同、気持ち新たにお子様を迎えました。 

今年度は、小学部５名、中学部３名、高等部８名の新入生と 

小学部に１名の転入生を迎え、全校児童生徒６７名でのスタート

です。 今年度の訪問学級在籍児童生徒は、小学部 1 年生 2 名、2 年生 1 名、3 年生 

1 名、5 年生 1 名の計 5 名と中学部 1 年生 1 名となり、教員が自宅にお伺いして学習を

行います。６７名全ての子どもたちを中心に据えて、保護者の皆様としっかり連携を図り

ながら、お子さんの成長を支えていきたいと思っております。減少したとはいえ、新型コ

ロナウイルス等の感染症の心配は続きますが、感染対策をとりながら教育活動を進め

てまいりますので、ご家庭でもご注意いただきますようお願いいたします。 

「あまよう」のみんなで、「○あ かるく ○ま えをむいて ○よ ろこび ○う まれる」、そして笑顔あふれる 

学校にしていきたいと思いますので、保護者の皆様のご支援･ご協力をお願いいたします。 

この教育目標を達成するために、次の４つの具体的な目標を掲げています。 

ア 健康の維持推進を図ると共に、生活のリズムをつける。 

イ 豊かなコミュニケーション能力と自尊感情を育てる。 

ウ 自己選択・自己決定に基づき、自立心を育てる。 

エ 共に助け合い、共感する態度を育てる。 

本校の子どもたちにとっての『自立』は、一人ひとり違います。

高等部卒業後、充実した豊かな生活を送ることができるよう、そ

れぞれの自立を目指すために上記の目標は重要です。 

健康面、生活のリズムは、全ての基盤となります。そして、コミ

ュニケーション手段を身に付け、それぞれの手段で意思を表す

こと、自分で選択したり決定したりすることは、将来に向けて大

切な力となります。さらに、周囲を意識しながら、仲間を大切に、

そして自分自身を大切にする教育に取り組んでいきます。それ

ぞれの力が発揮できるよう、保護者の皆様と一緒に、教職員一

同、子どもたちの頑張り･成長を支えていきたいと思っています。 

 本校では、右にあります『育成構想図』を作成し、入学から卒

業までの一貫した教育ができるよう、それぞれの学年･学部や

担当で連携を密に図りながら日々の教育活動を進めています｡ 

子どもたちが「勉強が楽しい。今日も学校へ行きたい。勉強したい。」と思えるような、そして、保護者の皆

様にとって、安全・安心で「通わせたい学校」を目指していきます。 

子どもたちにとって大切な一日一日を指導･支援できるよう、教職員一同、精一杯努めてまいりますので、

今年度も本校の教育に、ご理解・ご協力くださいますようお願いいたします。 
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☆教職員の異動について 

３月末で、多くの先生方の異動がありました。お世話になりました皆様、ありがとうございました。 

新たな場所でのご活躍をお祈りいたします。 

そして今年度、たくさんの先生方があまように着任されました。新たに着任された先生方とともに、 

教職員一丸となって、子供たちの成長を支え、子供たちが楽しく学校生活が送れるよう、より良い 

学校作りを目指していきますので、保護者の皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。 
 
 

＊新入生・転入生に『あまようマスコットキャラクター』を紹介します！ 
 

みんなで学校を盛り上げることができ、たくさんの人に「あまよう」を応援して 

もらえることを目指して、平成３０（２０１８）年度に生徒会を中心に、在校生 

から『あまようマスコットキャラクター』を公募しました。 

応募のあった２３作品から、当時の高等部の生徒が考えてくれた作品が選ばれ、『リッツ君』が誕

生しました。 

『リッツ君』には、次の思いが込められています。 

「チューリップ号（スクールバス）からイメージして、チューリップにしました。 

名前は、あまようの目標である「自立」から「リッツ君」にしました。 

     明るく穏やかで、鉄の心をもっています。」 

皆さんも､あまようマスコットキャラクター『リッツ君』と仲良くなって、一緒に「あまよう」を盛り上げましょうね。 

 

 

 

   今年度も「複数担任制」で教育活動を行っていきます。 

これまでも学習や教科指導など、様々な活動を含め、一人ひとりの子どもが活躍できる手だてを複

数名の教師がチームとして取り組んできました。複数の教師の視点で子どもたちを見ることで、多面的

な観点で子どもたちを捉え、幅のある対応ができるという効果があります。 

また、保護者の皆様の相談や依頼に対して、複数で対応できる体制を作ることができます。ただし、

日々の連絡帳やお知らせ等、児童生徒の窓口となる担当は決めさせていただきます。 

複数担任制につきまして、ご理解いただきますようお願いいたします。 

 

☆ お知らせとお願い 

＊今年度のクラス分けは、小学部低学年(１､２年)､小学部中学年(３､４年)､小学部高学年(５､６

年)、中学部１、２、３年、高等部１年､高等部２年、高等部３年の全７クラスで活動していきますの

で、ご理解いただきますようお願いいたします。 

＊新型コロナウイルス感染防止対策につきまして、昨年度もご理解・ご協力をいただきましてありが

とうございました。文部科学省は、４月からの学校でのマスク着用は、個人の判断にゆだねるとし

ていますが、基礎疾患のあるお子さんが多い本校では、教職員並びに来校者には、マスクの着

用をお願いすることにしていますので、保護者の皆様もご協力よろしくお願いいたします。 

５月８日からの５類移行後につきましては、検討して、後日お知らせさせていただきます。 

 


